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抄録：本研究の目的は、中年期における友人関係と友人から受けるソーシャルサポートについて質的検討を行うことで
あった。中年期9名（男性4人、女性5人）を対象に、中年期の友人関係と友人から受けるソーシャルサポートについて、
半構造化面接を実施し質的に検討を行った。その結果、中年期女性の友人関係は、家庭環境が安定し類似性があること、
そして物理的条件や性格が合うことが前提条件となっていた。加えて、現在の悩みや将来について話題にし、友人からは主
に心理的サポートを受けていることが示唆された。一方において、中年期男性は、友人とは一緒に共通の趣味を行い、思い
出話をして過ごしていた。また、悩みやストレスについては、あまり話題にすることはないが、友人からは娯楽関連的サポー
トや心理的サポートを受けていた。これらの結果から、中年期の友人関係と友人から受けるソーシャルサポートは、性別に
よって異なることが示唆された。
（別刷請求先：豊田賀子）
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緒言
中年期とは、人生の折り返し地点とされ、子どもの巣立
ちや親との死別・自身の退職など人生における大きな節目
を迎える時期である。乾（2006）によると中年期は、①身体
的問題、②社会的役割の変化、③自我同一性の問い直し、④
高齢化社会への対応などが課題としてあげられ、30代では
体験しなかった自己に対する様々な変化を感じ始める時期
であることを述べている。またこの時期は、体力・気力の
衰えや社会的な自らの能力など様々な自分自身の限界が見
え始めることで、若い頃に描いた「自分の夢」とその達成度
について問い直すことが多いとされている。さらに家庭の
中でも、子どもの自立や親の介護など家庭環境に変化が生
じることから、自身のアイデンティティを再構築する必要
性に迫られることが多い。そして、これら中年期に生じる
諸問題は、「中年期危機」と特徴づけられているが、長尾
（1990）はこの中年期危機を「40～50歳代にかけて身体や
社会的役割等の外的変化とともに、体力や諸能力の限界の
認識と永遠の自己拡散要求との心理的葛藤が生じ、生き方
の後悔や反省の執着、一時的に時間的展望が希薄になる状
態」と述べている。実際に、中年期のメンタルヘルスやス
トレスについて検討した研究では、中年期女性は、身体の
変化や子どもの巣立ち、夫との関係、親の介護などといっ
た家族関係によるストレスが非常に大きい旨が報告され
（長津・濱田 , 1999）、中年期男性は、仕事や社会的評価から
派生したストレスが多い旨が報告されている（村野ら , 
2010）。そして、このような中年期のストレスフルな状況
を裏付けるかのように、我が国の中年期の自殺率は先進諸
国の中でも高く、特に男性の自殺率は、同世代の女性と比
べると約４倍となり問題視されている（内閣府 , 2012）。
このように中年期は、非常にストレスフルな時期である
ことが明らかであるが、この中年期を支えるソーシャルサ
ポート（社会的資源）には，どのようなものがあるのであろ
うか。
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本研究におけるソーシャルサポート（社会的支援）とは、
「交換される支援の実質的内容についての概念であり、援
助（aid）、情緒（affect）、肯定（affimation）の3側面から構成
される（Antonucci, 2001）」と定義づける。しかし、ソーシャ
ルサポートの機能的内容については、研究者によって様々
な分類がなされている。例えば、情緒的サポート・所属的
サポート・情報的サポート・評価的サポート・道具的サポー
トの5つに分類したものや（和田 , 1992, 1998），心理的サ
ポート・娯楽関連的サポート・道具的・手段的サポート・問題
解決志向的サポートの4つ（嶋 , 1991）に分類したものなど
があり，ソーシャルサポートの機能については、研究の対
象やその内容によって分類が異なる。
ソーシャルサポートの研究では、幾つかの見解が報告さ
れているが、まず成人期以降の人々は、一般的に夫や妻など
の配偶者からのサポートを受けるのを好み、配偶者のサ
ポートが受けられない場合は次に友人や近隣の人々を頼る
と言われている（Contor, 1979）。また、Khan and Antonucci
（1980）も、ソーシャルサポートを与えてくれる人々を、
ソーシャルネットワークの側面から、コンボイ・モデルに
よって説明している（図1参照）。このコンボイ・モデルの
コンボイとは、「護衛船団」のことであり、該当人物Pを中
心とするその成員間でソーシャルサポートを与えたり、受
け取られたりする構造のことを指している（池澤 , 2005）。
このモデルによれば、コンボイのメンバーは、Pを中心に
「役割に依存的ではない長期にわたって安定したメンバー
（配偶者、家族、親族、友人）」と「役割に直接依存したもっ
とも変化しやすいメンバー」（隣人、同僚、専門家、遠い親戚、
上司）によって構成されていると言われている（岡林 , 
2007）。しかしそのコンボイ・メンバーのあり方は、ライフ
サイクルや状況によって変化する可能性があることが指摘
されている（岡本 , 2010）。例えば、配偶者は、当初安定し
たコンボイ・メンバーであるとされているが、配偶者との
関係や配偶者の無理解がストレスとなり中年期女性の中
年期危機に影響を及ぼしているという見解があることか
ら（瀬戸山・島谷 , 2008），配偶者がソーシャルサポート資
源として機能することが難しい場合も十分考えられるで
あろう。
それでは，配偶者以外には、どのようなメンバーから
ソーシャルサポートを受けることが可能であろうか。
Khan and Antonucci（1980）は配偶者以外の「役割に依存的
ではない長期にわたって安定したメンバー」として、家族、
親族、友人を挙げている。その中でも、友人の存在は各発
達段階において重要な役割を担っていると言われる。例え
ば、親からの自立や自己の形成を行う青年期では、友人の
存在は、その自立や自己の形成に伴う不安感や孤独感を支
えるサポート資源として機能することが報告されている
（Hunter and Youniss, 1982 ; Hartup and Steevens, 1997; 
難波 , 2004）。また中年期女性を対象とした田中（2005）の
研究でも、中年期女性は、配偶者を含む家族だけではなく
友人からもソーシャルサポートを受けていることを述べて
いる。このことから中年期の女性のソーシャルサポート資
源として、配偶者や家族だけではなく、友人も大きなソー
シャルサポートの資源として機能することは明らかであろ
う。しかし、ストレスフルである中年期の友人関係と友人
から受けるソーシャルサポートに着目した研究は、中年期
女性に着目した研究（田中 , 2005）は多少あるものの、中年
期男性については、中年期男性が友人からどのようなソー
シャルサポートを受けているのかほとんど明らかにされて
いないのが現状である。そのため、中年期の友人関係と友
人から受けるソーシャルサポートについて検討し、中年期
男性の友人から受けるソーシャルサポートについて考察す
ることは、ストレスフルな中年期男女のメンタルヘルスを
支援するうえで非常に重要であろう。
そこで、本研究は中年期の友人関係と友人から受ける
ソーシャルサポートについての検討を行う探索的研究と
し、具体的には50歳代の中年期を対象に、現在の友人関係
の現状や関係性、そして付き合い方やそこから受けられる
サポート等について着目して検討を行うこととする。さら
に、ソーシャルサポートについては，嶋（1991）の4つ分類、
①心理的サポート（精神的・心理的な面での支援）、②娯楽
関連的サポート（娯楽活動や趣味を共有する）、③道具的・
手段的サポート（物質的援助や手伝いなど）、④問題解決志
向的サポート（問題解決のための情報提供）に従い検討を行
うこととする。
図1．コンボイ・モデル（Khan & Antoucci, 1980）
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方法
1．対象者
東京都内在住の50代（平均年齢52.5歳）の男性4人、女性
5人を対象とした。なお今回は、家庭環境、経済環境を統制
するために、調査対象者をすべて既婚者とし、子どもは
1～3名（平均2.4名）、世帯年収1,000万円程度ある者とした。
2．調査内容・分析方法
2-1．調査内容
面接内容については、榎本（2000）を参考に現在の家庭環
境、友人の人数、友人と知り合ってからの期間とその期間
の中での変化、友人と会う頻度、友人会う際の活動内容と
話題、友人から受けるサポート等を中心に半構造化し、面
接を行った。なお、各調査は2008年9月～12月にかけて
個別に実施され、面接時間は1人あたり20～40分程度で、
場所は大学の一室や喫茶店などを利用した。
2-2．分析の手続き
実際に得られたデータは、録音記録後にプロトコルを起
こし、それぞれのデータを性別ごとに分類した後に、KJ法
（川喜田 , 1967）を使用して分析した。なお分析は大学院生
4名が実施し、分析手続きは以下のように進められた。
　①  女性と男性に分類し、それぞれ友人関係に関するエ
ピソードを抽出した後に，友人との付き合い方や関
係、そして友人からえられるソーシャルサポート等
の記述を選択した。
　②  それら抽出したエピソードに、ふさわしいコード名
をつけ、それぞれのコードが似ていると考えられた
ものをまとめ、サブカテゴリー化を行った。
　③  サブカテゴリー間で関連があると思われるものはカ
テゴリー化を繰り返した。
　④  サブカテゴリーとカテゴリー間の関係を図式化した。
結果と考察
1．中年期女性
中年期女性の友人関係と友人から受けるソーシャルサ
ポートについて、KJ法を使用して分析した結果を表1およ
び図2に示す。
中年期女性の友人【関係】は、＜友人の人数は4～7人＞
であり、その状況に合わせて子どもを通じて知り合った
表1．中年期女性の生成された主なカテゴリーとエピソ ドー例
カテゴリー サブカテゴリー コード例 エピソード例
条件
物理的条件
家の距離
仲がいい友だちたちは，昔から家が近所。近所だから，いつでも気軽に会える。家が遠い子は，
連絡は取ったりするけど，年賀状だけの関係になっちゃったかなぁ。今は。もちろんその子
の事好きだけど，あまり会う機会がなくなって。いつの間にか疎遠になってしまったのかも。
短時間
家族の食事を作ったりしないといけないので，時間は3～4時間程度が多いです。あまり長く
はいられない。
家庭環境の 
安定と類似性
家庭の類似性
今も続いている友達は，自分の家庭環境が似ているということがありますね。環境が似てい
ない友だちは自然と連絡を取らなくなった。
家庭の安定
自分の家庭が安定していないとまず外に遊びに出れないですね。まずは家庭が基盤。もし家
庭が不安定だったら，友だちと会うどころじゃなくなると思いますよ。
性格 性格
昔は子どもの進学のことや塾のことなんかも，ママ友なんかに相談したり，情報収集をしてい
ました。でも共通の話題がないと続かない人や性格が合わなかった人は，今は関係は続いて
いないですね。
話題
現在の悩み
介護
子どもやお互いの親のことを話しますね。特にここ数年は介護のこと。金銭面の負担が大き
くなってきたので。本当に親との関係や金銭的な問題が重くなってきましたからね。
夫婦関係
夫と喧嘩したことやむかつくことなんかを，友だちに話すと結構すっきり。友だちと会った
後は，また頑張ろうということも思えますよ。
家族関係
子どもの年が一緒だから，やっぱり子どもの成長に合わせて話題も変わってくるし，あとは家
庭ね。介護のことや夫婦関係，子どものことなんか，今の悩みごとを聞いてもらっています。
特に話すことで解決はしないんですけど，話すだけで楽になれますね。
将来 将来
子どもが家を出たら，みんなで一緒に住みたいねなんて話もします。夫じゃなくて友だちと
住みたいですね。
ソーシャル
サポート
心理的 
サポート
支え 友だちは，もう支えですよ。精神的につながっている感じかなぁ，
信頼 絶対的な信頼をしていますよね。自分のことをよく知っていてくれるし。
安心感 会うとホッとしますね。自分の居場所に戻ってきたという感じかな。あと気を使わずにすむし。
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ママ友や学生の時の友人など＜2～4つのコミュニティを
保有＞し、＜食事や会話を楽しむ＞ことで交流を行ってい
た。会う頻度としては、週1～2回から3ヶ月に1回ほどと
幅があり、この幅は、対象者自身の＜会う頻度は家の都合
による＞とのことであった。＜会う頻度は家の都合によ
る＞というのは、その時の家事や子育ての状況によるとい
うことであった。またこのような家事や子育てが忙しく会
えない期間があっても＜関係の変化はない＞とのことで
あった。
友人関係を構築また継続するための【条件】には、＜物理
的条件＞、＜家庭環境の安定や類似性＞、＜性格が合う＞
などのエピソードがみられた。＜物理的条件＞では、「仲が
いい友だちたちは、昔から家が近所。近所だから、いつで
も気軽に会える。家が遠い子は、連絡は取ったりするけど、
年賀状だけの関係になっちゃったかなぁ。今は。もちろん
その子の事好きだけど、あまり会う機会がなくなって。い
つの間にか疎遠になってしまったのかも。」（表1参照）など
のエピソードから子育て等で忙しいため、家の距離が近く、
短時間で会える友人、そして気軽に食事などが出来る友人
であることが友人関係を継続するうえで重要であることが
示唆された。＜家庭環境の安定と類似性＞においては、自
身の家族構成や子どもの年齢、そして経済状況などが似て
いると共通の話題が多く付き合いやすいということであっ
た。その中でも＜家庭の安定＞については、夫婦関係や子
どもとの関係にトラブルがあると、なかなか家庭の外に出
て行くことが出来ないというエピソードがえられた。＜性
格が合う＞については、子育てや家事などが忙しい時期に
は、頻繁に会えないため、連絡が取れない期間があっても
関係が継続できるような相手であることが重要であるとい
うエピソードがみられた。また子育ての最中は、同じよう
図2．中年期女性の友人関係とソーシャルサポ トー
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な悩みを持つママ友ともよく会っていたが、子どもの手が
離れると関係が切れてしまったなどのエピソードもみられ
た。しかし続いているママ友については、＜気が合う＞、
＜性格が合う＞など要因が挙げられていたため、続いてい
るママ友を含め友人関係では自分自身と似たような環境が
重要であるが、最終的には＜性格が合う＞ことが非常に重
要な要因であることが推測される。これらから，ママ友と
言った役割的な関係は、子育ての最中はソーシャルサポー
ト資源として機能するが、子育てが一段落すると、関係も
続かなくなることもあることから、ライフサイクルの変化
に従って友人関係も変化していくことが示唆された。
【友人との話題】については、家族のこと、子どものこと、
介護のことなど自分自身を取り巻く＜現在の悩み＞につい
ての話題が多く、自分自身のストレスや悩みを共通点の多
い友人に話すことで、ストレス解消を行い、自身の精神的
な安定を保っていることであった。特に＜現在の悩み＞に
おける（介護）ついては、「子どもやお互いの親のことを話し
ますね。特にここ数年は介護のこと。金銭面の負担が大き
くなってきたので。本当に親との関係や金銭的な問題が重
くなってきましたからね」（表1参照）などのエピソードか
ら、非常に大きな問題であることが推測される。
さらに中年期女性にとって【友人の存在】は、「友だちは、
もう支えですよ。精神的につながっている感じかなぁ」
（表1参照）などのエピソードから、精神的（支え）や（安心
感）、（信頼）など【ソーシャルサポート】の中でも＜心理的サ
ポート＞として機能していることが明らかとなった。
これらの結果より、中年期女性の友人関係は、【話題】、
【条件】、【関係】の3つ要因がそれぞれに影響を及ぼしあい
ながら継続されていることが推測される。【話題】を共有で
きるためには、お互いの＜家庭環境の安定と類似性＞や
＜物理的条件＞、そして＜性格が合う＞といった【条件】が
必要となり、これらの条件を満たしながら、頻繁に会わな
くても＜関係に変化はない＞友人と【関係】を築いていると
言えるであろう。加えて、このような【話題】、【関係】、
【条件】が合う友人であるからこそ【ソーシャルサポート】と
して、精神的な（支え）、（安心感）、（信頼）などの＜心理的サ
ポート＞が受けられていると考えられる。
2．中年期男性
中年期男性の友人関係と友人から受けられるソーシャ
ルサポートについて、ＫＪ法を使用して分析した結果を
表2と図3に示す。
表2．中年期男性の生成された主なカテゴリーとエピソ ドー例
カテゴリー サブカテゴリー コード例 エピソード例
付き合い
方
人数は4．5～
20人
人数 4.5人で集まることが多いです。う～ん。でも合わせると20人以上いますかね。
週1回～2， 
3か月1回
頻度
多い人で，ですよ。多く会う人で週に一回。忙しかったら，2～3ヶ月は会えなかったですし。
でも，忙しい時も，できるだけ月に一回会ってましたね。20年付き合っている連中のなかで，特
によく合っている奴は一人しかいないですけど，月に一回は会いますか。
関係
変化がある
過去
学生時代は嫌なことやムカつくことがあったら，相手にそれをすぐ言ってよく喧嘩になっていまし
たね。
現在
今は，もう喧嘩しないですよ。さすがに。お互いの短所ももうわかってるので，むちゃはしな
くなったなぁ。
距離感がある 距離感
最初は，気が合うね～って言って付き合うけど，どんどん，お互いの家庭の中に入ってきちゃっ
たら，ちょっとね，もめるんですよね。だからね，そういう意味でも，ちょっとね，距離をね。あ
る程度ね，やった方がね。自分でも来てほしくない所は，相手にも行かないことだよね。そう
じゃないかなぁ。
過ごし方
趣味を共有 音楽や楽器
楽器のこととか，曲の話とか，まっ，今，仲の良い友人というのが一緒に，グループをやっている
仲間なんで。
会話
昔話
友人との共通の思い出をするのは，その時の自分に戻るために必要不可欠ですね。毎回同じ昔
話を話すことで仲を確かめあっている感じですかね
愚痴は言わ
ない
僕の友達は，仕事の愚痴とか言わない人も多いし，家庭のね，愚痴も言う人もいないかなぁ。でも，勿
論言う人もいるんで，その時は，真剣に聞くけどね。でも，あまり，いないなぁ。めったにいないなぁ。
ソーシャル
サポート
娯楽的 
サポート
情報交換
このバイクがいいとか，この音楽がいいとかそういう情報交換ばかり。それが面白いっていえ
ば，面白いですね。
趣味を共有
一緒にバンドをやったりとか，家に遊びに来たら一緒にテレビを見てるとか。別にこれと言っ
て何も特別な事はしないですよ。でも，それがいいというか。
心理的 
サポート
ストレス解
消
特別何かをするといったことはないけど，やっぱり会うと楽しいですし，友達と会うのは良い
もんだなとおもいますよ。
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中年期男性の友人との【付き合い方】は、＜友人の数は，
4.5人～20人＞と人数の幅が広く、多くの人数と交流を行
い＜週1～2、3ヶ月に1回＞の頻度で会っていた。
友人との【関係】については、＜変化がある＞、＜距離感
がある＞のサブカテゴリーが生成され、＜変化がある＞に
ついては、昔に比べて今はお互いの短所を理解しているた
め距離感があるつき合いをしていることが示唆された。ま
た＜距離感がある＞については、お互いの仕事や家庭につ
いて深く追求しないとのエピソードがみられた。
友人との【過ごし方】であるが、主に音楽や自分自身の興
味のあるものなど＜趣味を共有＞しながら一緒にして過ご
していた。家庭や仕事や悩み事などについては、あまり話
題にすることがなく、話題の中心は趣味や現在の興味のあ
ること、そして昔の＜思い出話＞をすることが明らかと
なった。＜思い出話＞では、「友人との共通の思い出をする
のは、その時の自分に戻るために必要不可欠ですね。毎回
同じ昔話を話すことで仲を確かめあっている感じですか
ね」（表2参照）とのエピソードがみられた。また、友人に
は（愚痴は言わない）とのことであり、中年期男性にとって
現在の自分自身の悩みや問題についての話をするよりも、
友人と趣味を共有しながら思い出話をして楽しむことの方
がストレス解消になることが推測された。一方で、自分の
悩み事や愚痴については「全く知らない他人に話すことが
ある」とのエピソードがえられた。具体的には、「親しい友
人に自分の悩みや愚痴は言えないが、行きつけの飲み屋や
行きつけの店で知り合った人には、気軽に話すことがある」
とのエピソードがえられた。これらのエピソードから、中
年期男性は悩み事や心配事については，身近な友人よりも
あまり親しくない人に話すことが示唆された。
これらの結果より、中年期男性の友人関係は、特に愚痴
や悩み事などは言わず、適度な距離感はあるものの、共通
の趣味や思い出話などをして過ごすことによって友人から
【ソーシャルサポート】として＜心理的サポート＞や＜娯楽
関連的サポート＞を受けていることが示唆された。また友
図3．中年期男性の友人関係とソーシャルサポ トー
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人の存在は，（大切）、（なくてはならない）存在であるが、
「ここ数年仕事が落ち着いてきたので会えるようになりま
したが、仕事やプライベートがあるので、やはり友だちや
仲間と会うのには努力がいりますよね。努力しなかったら
続かない環境だと・・。」（表2参照）とのエピソードから、仕
事が忙しい中年期男性にとっての友人関係は、努力を行わ
ないと関係を継続することが難しい状況であることが推測
される。
結語
本研究の目的は、中年期における友人関係と友人から受
けられるソーシャルサポートについて質的に検討を行うこ
とであった。中年期の友人関係と友人から受けられるソー
シャルサポートについて、男女の結果を比較し考察すると、
中年期女性は中年期男性より友人の人数が少なく、子育て
を行う際はママ友を作るなど、その状況に応じたコミュニ
ティを形成して友人関係を築いていくことが明らかとなっ
た。友人との付き合い方や関係についても、中年期女性は
自分自身と似たような環境や自分と性格が合う人と友人関
係を築いているのに対して、中年期男性は同じ趣味を共有
が出来る友人や昔話をしながら、楽しめる者と友人関係を
築いていた。さらに中年期男性については、中年期女性の
ように家庭環境の安定や類似性があることなどの条件はな
く、一緒に娯楽を楽しめることが友人関係を築く上で重要
であることが推測できるであろう。また中年期女性は、友
人と現在の悩みなどについて話題にするが、男性の場合は、
友人には自分の悩みやストレスについてほとんど話しをし
ないことが示唆された。この結果は、中年期男性の自殺率
は中年期女性と比較すると約4倍であるという現状を考え
ると（内閣府 , 2012）、自分自身の悩みやストレスは口に出
さない中年期男性の現状がうかがえるものであると言えよ
う。さらに中年期男性は、悩み事や心配事について身近な
友人には話さず、あまり親しくない人に話すというエピ
ソードがみとめられたことから、身近な人には自分自身の
弱い所を見せられないことが推測される。
最後に、友人から受けるソーシャルサポートについてで
あるが、中年期女性は、友人から心理的サポートを受け、一
方、中年期男性は、友人から心理的サポートおよび娯楽関
連的サポートを受けていることが示唆された。また一方で
中年期の男女共に、友人からは道具的サポートおよび問題
解決志向的サポートは受けていないことが示唆された。こ
れら本研究の結果から、中年期の友人関係と友人から受け
るソーシャルサポートは，性差によって特徴が異なること
が考えられる。
今後の課題
以下の3点が今後の課題としてあげられる。
1点目として、今回の対象者は、すべて既婚者で子どもが
いる者であった。特に中年期女性のエピソードにから示唆
出来るように、友人関係を構築・維持するにあたって、家庭
があること、そして子育てを行うことが前提条件としてあ
ることから、家庭環境を含む個人の環境は非常に大きな要
因として考えられる。そのため既婚者と未婚者では、生活
環境が異なることから、未婚の対象者からは既婚の対象者
とは異なった友人関係が築かれている可能性も考えられる
であろう。
2点目として、今回の対象者は、すべて世帯年収が1,000
万円以上であり比較的経済状況に余裕のある者であった。
もし経済的に余裕がなければ、より仕事に専念しなければ
ならず、単純に友人と交流する時間が取れない可能性も考
えられる。そのため、このような経済的余裕は、より趣味
や会食などの友人との付き合いを促す可能性が高いことが
推測さる。ゆえに今後は、経済的な要因も検討していく必
要性があるだろう。
3点目として、対象者の人数が少人数であったことと、そ
して1点目と2点目を踏まえて、中年期は個人を取り巻く
環境が非常に多様で、個人差が大きいことがあげられるが，
その中でも今回の対象者の属性は、偏りがあったといえる。
そのため、今後は対象者の環境要因をより考慮しながら例
数を増やし、定量的に検討を行う必要性がある。
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Abstract : The purpose of this study was to conduct a qualitative examination of friendship and social support among 
middle-adulthood people. The subjects; four males and five females, were asked about middle-adulthood friendship 
and social support received from friends. The results showed that matching of the physical situations, similarity of 
stability of the home environment, and personality fit are preconditions for friendship among the middle-adulthood 
women. Additionally, current troubles and the future were common topics of conversation with friends, suggesting that 
psychological support was received mainly from their friends in the middle-adulthood women. On the other hand, the 
middle-adulthood men build friendships with numerous people, and commonly conversed were about common interests 
and memories. In contrast to the middle-adulthood women, even though troubles and stress were uncommon topics, both 
fun/relaxation support and psychological support were received from friends in cases of the middle-adulthood men. These 
results suggest that the social supports in middle-adulthood men and women received from their friends are different 
dependent on the sex.
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